
聖 誕 節 主 日 礼 拝 週 報 
 

２０２４．１２．２２                          司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                  説 教：    申 鉉 錫 牧 師 

黙 祷           奏 楽                中村幸執事 

☆讃 美                           １０４                                 一 同 

☆信仰告白           使徒信条                  〃  

☆交 読                            ５７                                    〃  

☆讃 美                          １０６                                   〃  

 祈 祷                                                  司会者 

聖 書                     ヨハ 1：1～18                                  〃  

 讃   美              １１３                      聖歌隊 

説 教                   世を照らす 光を迎える                                             申鉉錫牧師 

☆讃 美                                 ８９                                                一 同 

献 金                                           〃  

報 告                                                            司会者 

☆頌 栄                          ２                                     一 同 

☆祝 祷                       申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏           中村幸執事 

 閉 会                         一 同 

☆は一同起立  

●２０２４年１２月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． イスラエルとハマスの戦争が終わるように 祈りましょう。 

３． 12 月 1 日から 24 日まで、待降節です。 

４．   今日は クリスマス礼拝です。本日は クリスマス 特別献金をお捧げし

ます。なお来る 24 日のイーヴ礼拝は、燭火礼拝です。 

 

牧 師 所 感 ：         私の手紙を牧師所感に  

― 或る囹圄の兄弟より ― 

2024 年度の クリスマスを迎えて、当 教会では 明日の 主日（22 日）に 礼拝をお捧げ 

する予定となっている。夜は クリスマスイーヴに 燭火礼拝を お捧げする予定である。 

ところが冒頭のタイトルに掲載の囹圄の兄弟より、懇切な手紙を頂く。手紙の送り主

の兄弟は、私と 長い間 文通して来た 相手であるが、私が 体調をくずしていて、文通を 

遠慮していたところであった。しかし 病を押し通して 主日に 礼拝はきちんと守ってい

たのである。ところが 兄弟は 自分が送った 手紙を『牧師所感』に掲載してくれるよう

に頼んできたので、兄弟の手紙を掲載することにした。以下 手紙 

申 鉉 錫 様 

ご待降節 繁多の折から、先生始め 皆様には 尚 ご精励のことと拝察いたします。 

寒気 日増しにつのり、冷え込みの厳しい日が 続いて居りますが、体調くずされたり

して居られませんか。私の方は 相変わらずの日々で 健康を守っていますので ご安心く

ださい。 

先生 宛に去る 2 月 19 日付で 私信 認めさせていただきましたが、一向に返信が届かず 

諸々想い悩み、涙に暮れています。先生から届いた過去の 書簡には、Ｉ．Ｓ 兄の事は

今後も支え、要望に応えて行く、という内容の書簡があります。5 通程 届いています。

一番の頼り処の先生から 信書が届か無いのが辛く、悲しく、寂しく、苦しく情け無い

です。 

毎週届く 牧師所感を拝見する限り、先生の 身体のことも 心配でなりません。 

私自身の朝晩の祈り中で、先生のお身体を悪くされ、入退院を繰返しされている事、 

所感に記されているのを拝見すると留処も無く 涙が零れ、胸が締め付けられます。 

快方されるよう 祈りしています。 

私の満期日は 2036 年 2 月 6 日です。あと 11 年 少々あります。先生に宛てた私信に、

私が社会復帰する時は 先生のご年齢は 102 歳に成られます。それまで元気で居てくだ

さい。先生のご長寿を日々お祈りしています。と記したところ、君は私の長寿を願って

くれている事、非常に嬉しく思う。Ｉ．Ｓ 兄弟の手紙と 祈りに支えられ、日々健康で

過ごすことが出来ている、感謝すると記された 手紙が 私に届いた。 

一日たりとも 先生の 健康と ご長寿の 祈りは欠かした事はありません。 

下に記した、「聖きキリストのとっておき」、「神の意向によって仕える」、「御心

を求める祈り」を先生が発行される 牧師所感に掲載される事を 祈って、擱筆(かくひつ)

とさせていただきます。 

向寒の折、呉々も健康にご留意され、お体 大切にして 感冒の予防に努めてください。

先生のますますの ご活躍に ご長寿を お祈りしています。 

   2024 年 12 月 14 日 記                  Ｉ．Ｓ 

これ以上の内容はプリントして、読者諸賢に送り届けます。 

テコエ 明子 姉 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 

 


